
　　平成20年 3月 22日

平 成 20 年 度 収 支 予 算
(財）国 際 仏 教 文 化 協 会
International Association of
Buddhist Culture

収入の部
　　　科　　　　 　　　　　目 平成20年度 平成19年度 差　異 備　考

大　　科　　目 中科目・小科目 予 算 額 (a) 予 算 額(b) (a-b)

1.基本財産運用収入 5,500,000 6,000,000 -500,000

1.基本財産利息収入 5,500,000 6,000,000 -500,000 注1

2.寄付金収入 4,000,000 4,000,000 0

1.寄付金収入 4,000,000 4,000,000 0 注2

3.補助金収入 2,500,000 2,500,000 0

1.本願寺助成金収入 2,500,000 2,500,000 0 注3

2.仏教伝道協会助成金 0 0 0 注4

4.特定預貯金取崩収入 0 0 0

特別事業費保管金 0 0 0 注5

5.雑収入 800,000 500,000 300,000

１.受取利息収入 730,000 430,000 300,000 注6

2.その他の雑収入 70,000 70,000 0

当期収入合計　（A） 12,800,000 13,000,000 -200,000

前年度繰越収支差額 15,000,000 13,000,000 2,000,000

　　収　　入　　合　　計　（B) 27,800,000 26,000,000 1,800,000

[備考欄]　注１：基本金216,300,000円（年度当初）＋2,000,000円（年度内増資予定）の運用(利潤)収入。
　　　　　注２：協会事業支援の一般寄付、「協賛会員｣の会員寄付を見込む。
　　　　　注３：ヨーロッパなどの開教・人材育成のための助成金（本派本願寺の海外開教振興基金による助成）。
　　　　　注４：仏教伝道協会からの人材育成のための助成金。
　　　　　注5：前年度の事業未執行につき、特別事業費を保管した（当年度での事業に当てるもの）。
　　　　　注6：運用資金（「仏教文化・学術交流基金｣積立金23,000,000円を含む）の運用。

支出の部
科　　　　 　　　目 平成20年度 平成19年度 差　異 備　考

大　　科　　目 中科目・小科目 予 算 額 (a) 予 算 額(b) (a-b)

１.事業費支出 10,940,000 9,840,000 1,100,000

1.助成費支出 4,390,000 3,190,000 1,200,000 注1：別表１

　1.1.欧州等活動助成費 1,880,000 1,880,000 0

　1.2.欧州等出版助成費 810,000 810,000 0

　1.3.欧州会議費 900,000 500,000 400,000

　1.4.海外旅費助成費 800,000 0 800,000

2.奨学助成金支出 1,400,000 1,400,000 0 注２

　2.1.招聘奨学生助成費 500,000 500,000 0

　2.2.派遣奨学生助成費 900,000 900,000 0

3.図書刊行費支出 1,800,000 2,000,000 -200,000 注3：別表2

　3.1.機関誌発行費 750,000 750,000 0

　3.2.図書出版刊行費 1,000,000 1,200,000 -200,000

　3.3.広報出版費 50,000 50,000 0

4.海外派遣費支出 1,500,000 500,000 1,000,000 注4

  4.1.欧州会議派遣費 1,000,000 0

　4.2.本願寺助成の講師派遣 500,000 500,000 (別表4の注）
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5.研究会活動支出 1,250,000 1,250,000 0 別表3

　5.1.研究活動費 750,000 750,000 0

　5.2.セミナー開催運営費 300,000 300,000 0

　5.3.図書資料購入費 200,000 200,000 0

6.特別事業支出 600,000 1,500,000 -900,000 注5：別表4

　6.1.視察出張派遣費 200,000 1,000,000 -800,000

  6.2.視察出張諸経費 100,000 500,000 -400,000

  6.2.欧州会議支援費 300,000 0 300,000

2.管理費支出 3,910,000 3,910,000 0

1.人件費支出 1,010,000 1,010,000 0

　1.1.給与手当費 960,000 960,000 0

　1.2.雑給与費 50,000 50,000 0

2.会議費支出 600,000 600,000 0

　2.1.役員会会議費 600,000 600,000 0

3.旅費交通費支出 400,000 400,000 0

　3.1.旅費交通費 400,000 400,000 0

4.通信運搬費支出 1,050,000 1,050,000 0

  4.1.通信運搬費 950,000 950,000 0

　4.2.ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ運用費 100,000 100,000 0

5.機器備品費支出 200,000 200,000 0

　5.1.機器備品費 200,000 200,000 0

6.消耗品費支出 100,000 100,000 0

　6.1.消耗品費 100,000 100,000 0

7.印刷製本費支出 150,000 150,000 0

　7.1.印刷製本費 150,000 150,000 0

8.光熱水費支出 100,000 100,000 0

　8.1.光熱水費 100,000 100,000 0

9.雑費支出 300,000 300,000 0

　9.1.雑費 300,000 300,000 0

3.固定資産取得支出 2,000,000 2,000,000 0

1.有価証券等購入支出 2,000,000 2,000,000 0 注6

4.予備費支出 500,000 500,000 0

当期支出合計（C) 17,350,000 16,250,000 1,100,000

当  期  支  出  差  額  （A) - （C) -4,550,000 -3,250,000 -1,300,000

次 期 繰 越 収 支 差 額  （B) - （C) 10,450,000 9,750,000 700,000

　　支　　出　　合　　計 27,800,000 26,000,000 1,800,000

備考欄　注1：助成費の明細は、別表1に示す。1.3.欧州会議費、1.4.海外旅費助成は別表４に明細を示す。

　　　　注２：奨学助成の対象者は年度当初に無しであるが、派遣留学の可能性、短期の招聘奨学生の応募を予定する。

　　　　注３：図書刊行費の詳細は、別表２に示す。

　　　　注４：ドイツの恵光ハウス（日本文化センター）真宗セミナーへの講師派遣（本派本願寺助成金から支出）及び

　　　　　　　第15回真宗会議派遣：日本からの出張＝別表４に明細を示す。

　　　　注５：欧州各地の真宗サンガを巡回、懇談するため出張及び欧州真宗会議＝別表４。

　　　　注6：少なくとも寄付金の50％は基本金繰り入れとして有価証券などの購入（取得）に充てるものとする。

　　　　　　　前年度は債券等の配当のうち、175万円を充当した。
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平 成 2 0 年 度  予  算  関  係  明  細  書

別表1　助成費支出

　　1.1.1.活動助成費、および1.1.2.出版助成費

助成対象(真宗協会・サンガ） 代表者など 活動助成費 出版助成費  備考(前年度予算を記す）

慈光寺（アントワープ） Fons Martens, Antwerpen 200,000 200,000 200,000 200,000

信堂（南ドイツ） T. Moser, Bad Reihenhall 200,000 150,000 200,000 150,000

ベルリン・サンガ I. Evers, Berlin 200,000 0 200,000 0

オーストリア・サンガ F. Fenzl, Salzburg 80,000 70,000 80,000 70,000

信楽寺(スイス) J. Ducor, Geneva 0 100,000 0 100,000

妙順寺（スイス） G. & M. Bezencon 200,000 0 200,000 0

PLBF（英国） J. Pym 100,000 100,000 100,000 100,000

道場(ルーマニア) A. Cirlea, Craiova 300,000 70,000 300,000 70,000

ハンガリー・サンガ Kosa-Kiss 100,000 0 100,000 0

白蓮華センター(妙光院） B. Van Parijs, Alaska 300,000 70,000 300,000 70,000

オーストラリア・サンガ G. Gatenby 0 50,000 0 50,000

ケニア真宗サンガ K. Osaka, Kisii 200,000 0 200,000 0

　　　　　合　　　　計　　　　額　　　 1,880,000 810,000 1,880,000 810,000

 [補 注] 

　　ポーランド真宗サンガについては、今後の調査によって再考予定。ケニアは調査の上で検討。

　　他の科目：（備考＝前年度）1.3.欧州会議費＝第15回、1.4.海外旅費助成(欧州のメンバー等の旅費)＝別表4参照。

　　　　　　　（本年度）1.3.平成20年度欧州会議の準備費のみ＝別表4参照。

 別表２　図書刊行費支出

　　科　　　目 平成20年 度 予 算 額 　　備　考　（前年度予算を記す）

機 関 誌 発 行 750,000 750,000 ＩＡＢＣニュースなど

図 書 刊 行 費 1,000,000 1,200,000 Shin Buddhist  8・その他

広 報 刊 行 費 50,000 50,000 広報用パンフなど

 別表３　研究会活動支出

    科  　　目 平成20年 度 予 算 額 　　備　　考　（前年度予算を記す）

研 究 活 動 費 750,000 750,000 研究費(70,000×10)、会合費その他(50,000)

セミナー開催費 300,000 300,000 講師謝礼(50,000×5)、会場費その他(50,000)

図 書 資 料 費 200,000 200,000 資料および欧州向けに欧文図書購入

 別表４　特別事業費：ヨーロッパ真宗会議・真宗協会視察出張　(本願寺に係る恵光セミナ講師派遣を含む)

　　科　　　目 　　　平成20年 度 予 算 額 　　備　　考　(前年度予算を記す)

 本願寺助成の講師派遣費 500,000 500,000 EKO-Haus報恩講の講師派遣費 [注]１

 視察出張派遣費 200,000 1,000,000 第15回欧州会議出張に重なる

 視察出張諸経費 100,000 500,000 同上

 翻訳出版支援 0 0 ルーマニアなどでの翻訳出版

　海外旅費助成費 800,000 0 1.1.1.4.科目 *1

　欧州会議大会助成費 900,000 500,000 1.1.1.3.科目 *2

　欧州会議などへの派遣費 1,000,000 0 1.4.科目 *3

　欧州会議支援費 300,000 0 出版物などの大会必要品の準備 *4

[注]１：本願寺助成の講師派遣費：本願寺海外開教振興基金からの助成金250万円中の50万円を送る(本願寺助成の代行)。
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［注］第15回欧州会議関係支出は、原則的に支出合計3,000,000円を予定する(別表４の*1～*4の合計）。

特記事項：本願寺の助成金活用について
本願寺助成金の活用 2,500,000 　　備　　　考

　本願寺助成の講師派遣費 500,000 別表4の第１項(本願寺助成を代行)

　海外旅費助成費支援 600,000 1.1.1.4.科目事業の一部支援

　欧州会議費支援 600,000 1.1.1.3.科目事業の一部支援

　研究会活動支援 400,000 翻訳、Shin Buddhist発行などの活動費の一部支援

 欧州等活動助成事業支援 400,000 1.1.1.科目事業の一部支援

以 下　余 白
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